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1．はじめに
2011世界柔道選手権大会は、8月 23日から

28日までの 6日間、フランス・パリの BERCY
体育館で行われた 132の国と地域から、男子は
510名、女子は 354名が参加し、無差別級を除
く男女 7階級の個人戦と男女の 5人制の国別団
体戦が実施された。試合は軽い階級から男女合
わせて 3階級ずつ（3日目のみ 2階級）行なわれ、
最終日に団体戦というスケジュールであった。
昨年東京で開催された世界柔道選手権大会にお
いて日本チームは、地元開催さらには下半身へ
の直接攻撃が一発反則負けとなるルール改定が
追い風となり、男女合わせて 10個の金メダル
を含む 23個のメダルを獲得した。しかし、ルー
ル改定から約 1年半が経ち外国人選手もルール
に適応し、さらに今大会は「アウェイ」での戦
いとなることから、昨年より厳しい結果が予想
された。
また、各階級 2名の代表選手にとって今回の
世界選手権は、来年に迫ったロンドンオリン

ピック代表選手選考のための重要な大会でもあ
る。オリンピック出場を視野に入れた本学関係
者 10名を含む日本人選手の戦いぶりと、今回
筆者はマルチサポート事業の一環として今大会
を視察する機会を得たので、ロンドンオリン
ピックに向け資料収集した諸外国柔道選手の特
徴について報告したい。

2．試　合
大会 1日目　日本人出場選手
60kg級
　平岡　拓晃（了徳寺学園・筑波大学大学院 2年）
　山本　浩史（日本体育大 4年）
66kg級
　森下　純平（筑波大学 3年）
　海老沼　匡（明治大学 4年）
48kg級
　浅見八瑠奈（コマツ）
　福見　友子（了徳寺学園・筑波大学 OG）

60kg級は世界ランキング 1位のソビロフ（ウ
ズベキスタン）2位のザンタラヤ（ウクライナ）
に対し 3位の平岡がどこまで食い下がれるかが
見所であった。平岡は 2回戦から登場し、慎重
な試合運びながらスピード・技の切れ共に申し
分なく 3試合全て「一本」勝ちで準決勝に進出
した。一方、準決勝での対戦が予想されたザン
タラヤであったが、攻撃しているにもかかわら
ず不可解な罰則を与えられ準々決勝で敗退し
た。その結果、準決勝はザンタラヤを破ったチェ
（韓国）との対戦となった。準決勝は平岡のペー
スで試合が進み、残り時間 50秒になったとこ
ろで積極的戦意に欠けるということでチェに
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「指導」が与えられる。そのままゴールデンス
コアに入り、残り 1分を切ったところで巴投か
らの小内刈で「一本」勝ちを収め見事決勝進出
を果たした。
決勝は予想通り、昨年の世界選手権の覇者で
あり広州アジア大会決勝で苦杯をなめている世
界ランキング 1位のソビロフとの対戦となっ
た。ソビロフ左組み、平岡右組みのけんか四つ
で平岡は釣手（右手）を活かせるかが勝負のポ
イントとなった。若干引き気味の平岡に対し開
始 2分「指導」が与えられる。その後一進一退
の攻防が続き残り時間 50秒を切ったところで
平岡が片襟の背負投で投げたかに見えたが、相
手が畳に倒れてから背中がつくまで動きが止
まってしまい寝姿勢とみられ残念ながらポイン
トにならなかった。その直後、これまでしっか
り間合を維持していた釣手を相手の脇に差して
接近戦の勝負に出たが、小外刈で「技あり」を
奪われ悲願の金メダルには届かなかった。

66kg級は前回大会の覇者森下に連覇の期待
がかかった。1回戦はカナダの選手に内股透、
2回戦はリトアニアの選手に大外刈で共に「一
本」勝ちを収め順調な滑り出しであった。3回
戦ソロカ（モルドバ）と対戦した。明らかに格
下の相手に対して気を抜いていたわけではない
と思うが、開始早々不用意に組みに行こうとし
て上体が浮いた所を出足払で「有効」を奪われ、
さらに右肘を腕挫十字固で極められた。関節技
をなんとか凌いだが右肘を痛めてしまい、道衣
をしっかり握れないまま得意技の内股で一か八
かの勝負に出たが、怪我の影響からか崩しが不

十分となり内股透で「一本」負けとなり 2連覇
の夢は断たれた。
一方、もう一人の代表である海老沼は 1回戦
から登場し、順当に準決勝進出。準決勝は世界
ランキング 4位のモグシュコフ（ロシア）との
対戦となった。開始早々、減量の影響からか手
の指がつる様子が海老沼に見られたが、終始海
老沼が攻めの姿勢を貫き背負投で「一本」勝ち
し決勝進出を果たした。決勝は昨年の世界選手
権で破れている世界ランキング 7位のクーニャ
（ブラジル）との対戦となった。昨年の敗因で
ある肩車を十分警戒しながら開始 1分 30秒大
内刈から内股への連絡技で見事「一本」勝ちで
優勝した。世界ランキングの上位者が破れ対戦
相手に恵まれたとはいえ、6試合を通じて罰則
を一度も貰わない積極的な試合運びでの優勝は
見事であった。

48kg級は世界ランキング 1位の浅見と 2位
の福見の一騎打ちが予想され、どちらが来年の
オリンピックに前進するかが焦点であった。両
者とも順当に勝ち上がり昨年に引き続き決勝で
の顔合わせとなった。浅見右組み、福見左組み
のケンカ四つ。どの組み手からも技が出る浅見
に対してしっかり組んで技を仕掛けたい福見。
中盤を過ぎた辺りから浅見の方が若干技の出が
早くなり、福見に「指導」が与えられる。その
直後、浅見はそれまで下から持っていた釣手を
上から持ち替えた福見を大内刈で倒し「有効」
を奪う。結局そのまま時間となり、浅見が昨年
の東京大会に続き 2連覇を達成した。

写真 2　60kg級準優勝の平岡選手（左端）
写真 3 48kg級優勝の浅見選手（左から 2番目）と

準優勝の福見選手（左端）
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大会初日に行われた 3階級で日本チームは全
ての階級で決勝進出を果たし、金メダル 2個、
銀メダル 1個と幸先の良いスタートとなった .

大会 2日目　日本人出場選手
52kg級
　西田　優香（了徳寺学園）
　中村　美里（三井住友海上）
57kg級
　松本　　薫（フォーリーフジャパン）
　佐藤　愛子（了徳寺学園・筑波大学大学院 2年）
73kg級
　秋本　啓之（了徳寺学園・筑波大学大学院 2年）
　中矢　　力（東海大学 4年）

52kg級は 48kg級同様、世界ランキング 1位
の西田と 2位の中村二人の戦いに注目が集まっ
た。昨年に続き 2連覇を狙う西田は 1・2・3回
戦背負投で「一本」勝ち、4回戦も「合せ技」
で勝利し準決勝に駒を進めた。準決勝はチ
トゥー（ルーマニア）との対戦となり、なかな
か自分の組み手になれず膠着状態が続いたもの
の、残り時間 1分半のところで得意技の背負投
で「一本」勝ちを収め決勝進出を果たした。
一方、中村は 1回戦「合せ技」、2回戦横四

方固で「一本」勝ち、3回戦はアン（北朝鮮）
との対戦となった。力の強いアンに対してなか
なか自分の組み手になれない中村。両者に 2つ
目の「指導」が与えられそのままゴールデンス
コアに突入した。次に罰則を与えられるとその
時点で試合が終了してしまう苦しい状況の中、
中村は攻めの姿勢を崩さずアンの掛け逃げぎみ
の背負投を大外刈に変化して「技あり」を奪い、
苦しい一戦に勝利した。4回戦は相手の負傷に
より「棄権」勝ちで準決勝に進出した。準決勝
は世界ランキング 6位のカラスコサ（スペイン）
との対戦となり、開始早々中村の見事な内股が
決まり昨年に引き続き決勝で西田との顔合わせ
となった。
初戦から全て得意技の背負投で勝ち上がって
きた西田に対し、苦しい一戦に勝利し徐々に調
子を上げてきた中村の一戦は僅差の勝負になる
と予想していた。開始から 1分半過ぎに技の出
ない中村に「指導」が与えられる。その罰則で
目が覚めたのか中村は不十分な組み手ながら技

が先に出るようになり、逆に西田に「指導」が
与えられる。ペースを掴んだ中村は前に出る姿
勢を崩さず、残り時間 1分半となったところで
西田に 2つ目の「指導」が与えられ中村がリー
ドをする。西田も必死に攻めるものの、時既に
遅くそのまま時間となり中村が昨年の雪辱を晴
らす 2大会ぶりの優勝を飾った。

57kg級は松本、佐藤の最大のライバルと目
されていた世界ランキング 2位のモンテイロ
（ポルトガル）が初戦で破れる波乱があった。
その結果、前回大会の覇者松本と北京オリン
ピック以来となる世界の舞台に戻ってきた佐藤
の対決に注目が集まった。松本は 2回戦からの
登場となり順当に準決勝まで勝ち上がった。一
方、佐藤は 2回戦横四方固で「一本」勝ちで下
し、3回戦でガシモバ（アゼルバイジャン）と
の対戦となった。開始早々佐藤は、背負投で「有
効」、さらに 1分後に同じく背負投で「技あり」
を立て続けに奪われた。しかし、佐藤は焦るこ
となく小内刈で「技あり」を取り返しそのまま
横四方固で抑え込み「合せ技」で逆転勝ちした。
4回戦・5回戦は危なげなく勝利し予想通り準
決勝で松本との対戦となった。
松本、佐藤共に右組の相四つ。対戦成績では
松本がリードしているものの、今年に入ってか
らの各種大会での二人の戦いぶりを見ると佐藤
にも十分勝機があるように思われた。お互い一
進一退の攻防が続いたが、試合の中盤過ぎに松
本が組み際の大外刈で「有効」を先取する。し
かし、佐藤は自信に溢れる攻めの姿勢を見せ、

写真 4 57kg級優勝の佐藤選手（左から 2番目）右
端は松本選手
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残り時間 1分のところで起死回生の体落で「技
あり」を奪いさらに崩袈裟固で抑え込み「合せ
技」で大一番に勝利した。決勝戦は世界ランキ
ング 7位のシルバ（ブラジル）との対戦となっ
た。佐藤は準決勝に勝利した勢いのまま決勝戦
でも終始自分のペースで試合を運び、背負投で
「一本」勝ちを収め見事に念願の世界チャンピ
オンとなった。

73kg級は前回大会の覇者秋本と前々回大会
の覇者で世界ランキング 1位のワン（韓国）さ
らには、このところ国際大会で安定した戦いぶ
りを見せている中矢の三人を中心に金メダルが
争われると思われた。しかし、優勝候補の筆頭
に挙げられていたワンは 3回戦で全くの無名選
手であるレグランド（フランス）に内股で破れ
る大波乱があった。一方、秋本と中矢は苦戦を
強いられながらもお互い地力の差を見せ順当に
勝ち上がり準決勝での顔合わせとなった。試合
は二人が交互に技を出し合う試合展開であった
が、秋本の技の方が効果的であるとみられ中矢
に「指導」が与えられる。しかし、中矢は秋本
が技を仕掛けようと移動した一瞬の隙を付き大
外刈で合わせ「技あり」を先取する。その後秋
本も必死に逆転しようと追いかけるが、受けの
強い中矢からポイントを取り返すことはできず
そのまま時間となり残念ながら 2連覇の夢は断
たれた。
決勝戦は前回大会でもファイナリストになっ
た世界ランキング 4位のエルモント（オランダ）
と中矢の対戦となった。少し引き気味のエルモ
ントに開始 1分半に「指導」が与えられる。一
向にペースの上がらないエルモントに 2つ目の
「指導」が与えられ中矢がリードを奪う。しかし、
中矢も技を掛けてはいるものの偽装的攻撃と見
られてもおかしくない技を施し、残り時間 25
秒のところで中矢に「指導」が与えられる。結
局残り時間を凌ぎ切った中矢が初出場で初優勝
を飾った。
この結果、日本は 3階級全てで金メダルを獲
得し初日と合わせて 5個の金メダルとなった。 

大会 3日目　日本人出場選手
81kg級
　高松　正裕（桐蔭学園教・筑波大学 OB）

　中井　貴裕（流通経済大学 3年）
63kg級
　上野　順恵（三井住友海上）
　阿部　香菜（三井住友海上）

81kg級は日本にとってはウィークポイント
の階級であり、二人の日本人選手がどうメダル
に絡んでいけるか、また前回大会の覇者キム・
ジェブン（韓国）が 2連覇を果たすかに注目が
集まった。高松は 2回戦から登場し、もう一人
の韓国代表のキム・ミンギュとの対戦となった。
長い腕を利用して奥襟を掴もうとするキムに対
し、高松は動きを使って相手の組み手を上手く
捌きながら得意技の一本背負投を多用したが決
着はつかず、両者ポイントのないまま 3分間の
ゴールデンスコアに進んだ。延長開始 1分半に
高松は一瞬の隙をつかれ、キムの組み際の大外
刈で「技あり」を奪われ残念ながら初戦敗退と
なった。高松は現地に入り背中を痛め彼本来の
技のキレが見られなかったことが悔やまれる。
もう一人の代表である中井は 2回戦、3回戦

共に「有効」による優勢勝ちで 4回戦に進出し、
ラジャビ（アゼルバイジャン）と対戦した。試
合開始 1分、腰を曲げた低い姿勢を取り続けた
ということでラジャビに「指導」が与えられる。
その直後、ラジャビは中井の仕掛けた小内刈を
返し「有効」を先取する。逆転を狙って中井も
積極的に攻めていたが、技を仕掛けようと棒立
ちになったところ逆に肩車で「技あり」を奪わ
れる。その後明らかに疲れが見え始めたラジャ
ビは偽装的攻撃をしたとみられ、2つ目の「指
導」が与えられる。さらにラジャビは罰則を与
えられてもおかしくない技を繰り出していた
が、そのまま時間となり中井は 4回戦敗退と
なった。
優勝は前回大会の覇者キム・ジェブンが 2連
覇を達成した。内股、大内刈、背負投、袖釣込
腰など技も多彩であり、なおかつスタミナを兼
ね備えており完璧な内容の優勝であった。来年
のロンドンオリンピックも間違いなく優勝候補
の筆頭であろう。

63kg級は上野の 3連覇なるかに注目が集まっ
た。上野は 1回戦バレット（ベネズエラ）を崩
袈裟固で「一本」勝ち、2回戦ユン（韓国）に
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横四方固で「一本」勝ち、3回戦はキム（北朝鮮）
に大外刈で「一本」勝ちを収め 4回戦に進出し
た。4回戦はエムデン（オランダ）との対戦と
なり、両者譲らずポイントのないまま試合が進
み残り時間 1分半のところで積極的戦意に欠け
るということで上野に「指導」が与えられる。
結局 5分間では決着がつかずゴールデンスコア
での勝負となり、上野がエムデンの内股に体落
で合わせ「有効」を奪い苦しい一戦に勝利した。
準決勝は世界ランキング 6位のゾルニール（ス
ロベニア）との対戦となり崩上四方固で「一本」
勝ちし 3大会連続で決勝に進出した。
決勝戦は今大会最大のライバルと目されてい
た世界ランキング 2位のエマヌ（フランス）。
地元フランスの選手ということもあり、完全な
「アウェイ」での一戦となった。試合はお互い
ポイントのないまま進み、ゴールデンスコアで
の決着となった。延長開始 30秒のところで積
極的戦意に欠けるということで上野に「指導」
が与えられる。追い込まれた上野は前に出て技
を仕掛けようとするが、エマヌの厳しい組み手
によりなかなかペースを掴めずそのまま時間と
なり、「判定」で破れ残念ながら 3連覇の夢は
断たれた。
優勝したエマヌは体幹の力が強く、袖釣込腰
などすばらしい技を持った選手であったが、一
番目を引いたのは自分の組み手を捨てでも相手
に十分な組み手にさせないことを最優先に考え
た戦い方であった。地元フランスにとって今大
会初の金メダルとなった。

大会 4日目　日本人出場選手　
70kg級
　国原　頼子（自衛隊体育学校）
　田知本　遥（東海大学 3年）
78kg級
　緒方亜香里（筑波大学 3年）
　池田ひとみ（自衛隊体育学校）
90kg級
　小野　卓志（了徳寺学園・筑波大学大学院 2年）
　西山　大希（筑波大学 3年）

70kg級は前回大会の覇者デコス（フランス）
を中心に二人の日本人がどう挑んで行くかが見
所であった。田知本は世界初挑戦で 1・2回戦

と無難に勝ち上がり、3回戦でコルテス（キューバ）
と対戦した。コルテスは田知本にしっかり組まれ
てしまうと分が悪いとみて、不十分な組み手でも
先に技を仕掛けて相手の焦りを誘う戦い方であっ
た。田知本も十分にわかっていたとは思うが、試
合の序盤で「指導」を与えられ、焦って不用意に
技を掛けたところを返されてしまい 3回戦敗退と
なった。若い田知本は前に出て攻める姿勢は見ら
れたが、もう少し冷静に相手を見て戦えれば十分
に勝てる相手ではなかっただろうか。
前回大会銅メダルの国原は、1回戦一本背負

投で「一本」勝ち、2回戦は大内刈で「一本」
勝ち、3回戦は「指導」を 3つ与え優勢勝ちし
順当に 4回戦に進出した。4回戦は 2大会連続
銀メダルのミサロシュ（ハンガリー）との対戦
となった。国原は右組み、ミサロシュは左組み
のケンカ四つ。開始 1分半過ぎに組み際の小外
掛で「有効」を奪いミサロシュが先取する。そ
のまま一進一退の攻防が続き、残り時間 2分と
なったところで国原はミサロシュがうつ伏せに
潰れ「待て」が宣告されると思ったのか、一瞬
気を抜いたところを谷落で「技あり」取られて
しまう。その直後、大内刈で「有効」を取り返
しそのまま抑え込みに入るが 8秒で逃してしま
う。その後、明らかに疲れの見え始めたミサロ
シュからポイントを取り返すことができず敗者
復活戦に回ることとなった。敗者復活最終戦を
勝ち上がり、3位決定戦は田知本が破れたコル
テスとの対戦となった。開始早々内股で「技あ
り」を奪った国原はそのまま逃げ切り 2大会連
続で銅メダルを獲得した。
決勝戦は、優勝候補筆頭のデコスと世界ラン
キング 2位のボッシュ（オランダ）との順当な
顔合わせとなった。すばらしい内容の決勝戦を
期待していたが、ボクシングを見ているのかと
錯覚してしまうほどお互い組み合わず酷い内容
の決勝戦であった。結局デコスが「指導」を 3
つ与え、2連覇を達成しフランスに 2個目の金
メダルをもたらした。

78kg級は、世界ランキング 1位の緒方の初
優勝に期待がかかった。1回戦アントマーチ
（キューバ）に「合せ技」、2回戦ジェナ（ハイチ）
に内股で「一本」勝ち、3回戦はコットン（カ
ナダ）との対戦となり苦戦はしたものの小外掛
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で「有効」を奪い優勢勝ち、4回戦はフェルケ
ルク（オランダ）に「指導」4つを与え反則勝
ちし準決勝に進出した。準決勝の相手は、直前
のグランドスラム大会で優勝し勢いのあるアギ
アル（ブラジル）との対戦となった。緒方、ア
ギアル共に左組みの相四つ。前半はアギアルの
厳しい組み手に自分の技を出せなかった緒方だ
が、徐々に自分の組み手になり、残り時間 2分
のところで大内刈で「技あり」を奪いそのまま
抑え込み「合せ技」で決勝に駒を進めた。決勝
戦は前回の覇者ハリソン（アメリカ）を準決勝
で破った今年のヨーロッパチャンピオンのチュ
メオ（フランス）との対戦となった。スタミナ
に自信のある緒方は前半から積極果敢に攻めて
いったが、チュメオも地元の大歓声が後押しと
なり得意技である出足払を武器に緒方の攻撃を
うまく捌きながら応戦していた。中盤を過ぎた
辺りからチュメオに疲労の色が濃くなり始め、
緒方にチャンスが訪れたかと思われた瞬間、
チュメオの得意技である出足払が見事に決まり
地元フランスに今大会 3個目の金メダルをもた
らした。緒方は前回大会銅メダル、今回が銀メ
ダルと一つ一つ階段は昇っており着実に力はつ
いているものの、組み手に課題が見られた。来
年のロンドンオリンピックには課題を克服して
是非とも金メダルを獲得して欲しい。

90kg級は前回大会の覇者イリアディス（ギ
リシャ）に西山と小野がどう挑んでいくかが見
所であった。西山は 2回戦からの登場となりリ
パルテリアリ（グルジア）に出足払で「有効」、
3回戦バウザ（リトアニア）に内股で「有効」、
4回戦は北京オリンピック銀メダルのベリクレ

フ（アルジェリア）に大内刈で「一本」勝ち、
5回戦はゴンザレス（キューバ）に「指導」を
2つ与え勝利し準決勝に進出した。
一方の小野も 2回戦から登場し、ダフレビレ

（フランス）とゴールデンスコアまでもつれ込
んだが「指導」を 2つ与え優勢勝ち、3回戦はニー
マン（スウェーデン）に大内刈で「有効」、4
回戦はランドル（スロバキア）に大内返で「技
あり」、5回戦はグレコフ（ウクライナ）に背
負投で「一本」勝ちし準決勝に進出した。この
結果、準決勝は西山と小野の日本人対決となった。
西山と小野の顔合わせとなった準決勝は、お
互いの出方を見ながらの試合展開となり中盤両
者に「指導」が与えられる。残り時間 1分を切っ
たところで若干西山の方に攻めの姿勢が見えた
ことで小野に 2つ目の「指導」が与えられ西山
がリードする。そのまま時間となり僅かな差な
がら西山が勝利し決勝戦に進出した。惜敗した
小野は 3位決定戦に回り前々回大会の覇者であ
るリー（韓国）に内股で「一本」勝ちし銅メダ
ルを死守した。
西山の決勝戦の相手はほぼ完璧な内容で勝ち
進んできたイリアディスで、昨年の決勝と同じ
顔合わせとなった。序盤は袖を持つことに拘っ
ていたイリアディスに対して西山は間合を作っ
て技を仕掛けることができた。しかし、中盤か
らは袖への拘りを捨て両襟を持って間合を詰め
ようとするイリアディスに対して西山は防戦一
方となり、残り時間 1分半のところで内股から
の大外刈で「一本」負けを喫し、2大会連続で
銀メダルとなった。
（写真 6）

写真 5　78kg準優勝の緒方選手（左端）
写真 6 90kg準優勝の西山選手（左端）と 3位の小

野選手（右から 2番目）
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大会 5日目　日本人出場選手
100kg級
　穴井　隆将（天理大学職員）
　高木　海帆（東海大学 3年）
100kg超級
　鈴木　桂治（国士舘大学教員）
　上川　大樹（明治大学 4年）
78kg超級
　杉本　美香（コマツ・筑波大学 OG）
　田知本　愛（ALSOK）

100kg級は前回大会の覇者穴井の 2連覇に期
待がかかった。1回戦背負投、2回戦払腰で共
に「一本」勝ちし順調な滑り出しかと思われた。
3回戦北京オリンピック 90kg級金メダルのチ
レキーゼ（グルジア）との対戦となり、組み手
争いから穴井の体が半身になったところをチレ
キーゼの谷落が決まり「技あり」を先取される。
ポイントを取り返そうと前に出て攻める穴井は
中盤に内股で「有効」を取り返す。さらに攻め
の姿勢を見せる穴井であったが、チレキーゼの
間合を嫌って体を開いたところをタイミングよ
く小外掛で合わされ「一本」負けとなり 2連覇
の夢は断たれた。
もう一人の代表の高木も全く良いところな
く、ダーウィッシュ（エジプト）に「指導」を
2つ取られ初戦敗退となった。
この階級は、カブラエフ（ロシア）と前々回
大会の覇者ラコフ（カザフスタン）との対戦と
なり、カブラエフが見事な袖釣込腰で「一本」
勝ちを収めロシアに今大会初の金メダルをもた
らした。

100kg超級は現在世界選手権 3連覇中のリ
ネール（フランス）が 4連覇を達成するかに注
目が集まった。その中、鈴木は 1回戦大外刈で
「一本」勝ち、2回戦を「合せ技」で勝利し、
順当に 3回戦に進出した。3回戦の相手は巨漢
ロダキ（イラン）と対戦となり、鈴木とロダキ
共に左組みの相四つ。がっぷり組まれてしまう
と分が悪いのは分かっていた鈴木だが、開始 1
分過ぎに組み合った状態から頭が下がり前に引
き倒され鈴木に「指導」が与えられる。さらに
その 1分過ぎにロダキの前に出る圧力に後退
し、自分から場外に出たとして鈴木に 2つ目の

「指導」が与えられる。さらにその直後、積極
的戦意に欠けるとして鈴木に 3つ目の「指導」
が与えられる。後のなくなった鈴木は、積極果
敢に攻めるが終了間際に強引な大外刈を送足払
で合わされ「一本」負けを喫し、3回戦敗退と
なった。
一方、前回大会無差別級に出場しリネールを
倒し、一気に世界チャンピオンまで駆け上がっ
た上川は 1回戦からの登場となった。上川は全
く無名のフイステルス（オランダ）を全く問題に
しないだろうと予想していたが、試合中盤 2つ目
の「指導」を与えられリードを許し、特に見せ場
もなく時間となり屈辱の初戦敗退となった。
結局、リネールが全く相手を寄せ付けず、こ
の階級では初の 4連覇を達成しフランスに 4つ
目の金メダルをもたらした。

78kg超級は前回大会 2階級制覇を達成した
杉本と世界ランキング 1位の田知本、さらに北
京オリンピック金メダリストでドーピング違反
による出場停止から復帰したトン（中国）の戦
いに注目が集まった。杉本は 1回戦払腰、2回
戦大外刈、3回戦払腰でそれぞれ「一本」勝ち
を収め前回大会を彷彿させる勢いで 4回戦に進
出した。4回戦の相手は杉本が苦手の一人とし
ているイワシュシェンコ（ロシア）。杉本は右
組み、イワシュシェンコ左組みのケンカ四つで、
杉本がしっかり組むことさえできれば投げるこ
とができる相手であった。しかし、イワシュシェ
ンコは組まれれば分が悪いとみて、反則ぎりぎ
りのところで杉本の組み手をうまく捌いてい

写真 7 100kg超級で 4連覇を果したリネール選手
（左から 2番目）
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た。開始 1分のところで両者に「指導」が与え
られたが、そのまましばらく膠着状態が続き残
り時間 1分を切ったところでイワシュシェンコ
に 2つ目の「指導」が与えられ杉本がリードす
る。結局時間となり、杉本は苦しい一戦を勝ち
上がり準決勝に進出した。
準決勝の相手は前回大会決勝戦で対戦してい
るシン（中国）との顔合わせとなった。手の内
を知りつくしている相手だけに接戦になるだろ
うと予想していた。序盤、積極的戦意に欠ける
ということでシンに「指導」が与えられ、その
1分後に今度は腰を曲げ頭を下げた低い姿勢を
取り続けたということで両者に「指導」が与え
られ、杉本がリードを奪う。しかし、ポイント
を取り返そうと果敢に攻めるシンに対して防戦
となった杉本に 2つ目の「指導」が与えられ、
ポイントで並ばれる。さらに残り時間 1分のと
ころでシンは杉本がうつ伏せに倒れたところを
寝技に持ち込み、杉本を横四方固で抑え込み「一
本」勝ち。杉本は一瞬の隙をつかれ 2連覇の夢
は断たれ、3位決定戦に回ることとなった。
一方の田知本は、順当に 4回戦まで勝ち上が
りトンとの対戦となった。田知本左組み、トン
右組みのケンカ四つでトンは体を利用した外巻
込を得意としている。開始早々トンは外巻込で
「有効」を奪い、そのまま崩上四方固で抑え込
み「一本」勝ちを収め準決勝に進出した。田知
本もトンの技を警戒していたにもかかわらず、
なす術無く破れ、敗者復活戦に回った。田知本
は敗者復活最終戦を勝ち上がり 3位決定戦で杉
本と対戦することとなった。勝った方が銅メダ
ルとなる一戦は、杉本が田知本に「指導」2つ

を与え銅メダルを獲得した。
決勝戦は、トンとシンの中国人対決となりト
ンが払巻込からの抑え込みで「一本」勝ちを収
め優勝を飾った。

大会 6日目
国別団体戦
　男子　優勝 フランス
　　　　2位 ブラジル
　　　　3位 日本・韓国
　女子　優勝 フランス
　　　　2位 日本
　　　　3位 ドイツ・キューバ

大会最終日は 5人制の国別団体戦が行われ、
大陸ごとに予選を勝ち抜いた 16カ国による
トーナンメント方式で争われた。昨年までは世
界選手権とは別開催であったが、国際柔道連盟
（IJF）のビゼール会長が国別団体戦を 2016年
のリオデジャネイロオリンピックの正式種目に
との思惑があるようで、今回初めての試みとし
て同時開催となった。
国別団体戦は国の威信をかけた戦いであり、
個人戦とは違う醍醐味や魅力があるのは確かで
ある。さらに柔道人口が 80万人ともいわれて
いるフランスで開催されたこともあり、入場券
も完売するなど運営面では成功裡に終わったと
思われる。
一方、選手の立場から考えると、個人戦で負
けた選手には再びメダルを取るチャンスがある
反面、団体戦に出場するためには個人戦同様計
量が必要であり、前日まで行われていた個人戦
に出場した選手には再び減量が課せられる。選
手にとってはかなりの負担になることは間違い
ない。
また、団体戦特有のルールとして本来は「引
き分け」というものがある。柔道は他競技に比
べて番狂わせの少ない競技であり、今回のよう
に正味の試合時間 5分間で決着がつかない場
合、ゴールデンスコアによって決着をつけるこ
とになると、勝敗の予想がついてしまい見る方
からすると興味が薄れてしまう。団体戦では力
の差があっても「引き分け」に持ち込むという
戦い方があり、「引き分け」が試合の勝敗を左
右するといっても過言ではない。「勝ち」「負け」写真 8　78kg超級 3位の杉本選手（右から 2番目）
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白黒はっきりさせることも大事ではあるが、団
体戦の醍醐味である「引き分け」を導入するこ
とがより一層試合を面白くさせるのではないだ
ろうか。

3．おわりに
今回メダルを獲得した国は男子が 17カ国、
女子が 11カ国、男女合わせて 23カ国で、金メ
ダルを獲得した国は 9カ国であり、過去の傾向
と変わるものではなかった。また、柔道の醍醐
味である「一本勝ち」については、男子が
58.7％、女子が 53.1％と、ここ数年来の傾向と
変わりはなかった。ポイント獲得技についても
前回大会同様、内股や背負投などの引手と釣手
をしっかり組んだ状態から施技される技が上位
にランクインしていることから、しっかり組ん
で技を掛ける本来の柔道が世界に浸透している
結果だろう。
優勝者の顔ぶれを見ると、ほとんどの階級で
優勝候補に挙げられた選手が優勝もしくはメダ
ルに絡んでいる。つまり、どの国も来年のロン
ドンオリンピックに向けて選手を絞って着々と
強化をしていることが伺える。その中、今回 2
連覇を果たした 60kg級ソビロフ、81kg級キム、

90kg級イリアディス、100kg超級リネール（4
連覇）、48kg級浅見、70kg級デコスの計 6人の
選手は、決勝戦でもポイントを取って優勝した
ことからも証明されるように非常に安定した力
を持っている。その内 5人の外国人選手の特徴
として、体力があるのはもちろんのこと、しっ
かり組み合った姿勢から「一本」を取れる技を
持ち、さらに「受」が強いという印象を受けた。
一方で日本の成績は、前回の東京世界柔道選
手権大会に比べ金メダル数は 10個（無差別級
を含む）から半減の 5個となり、国別メダル獲
得数は 1位を死守したものの予想通り非常に厳
しい結果となった。昨年の成績は出来過ぎだと
はいえ特に男子の重量級（100kg級・100kg超級）
はメダルに絡むこともできず来年のロンドンオ
リンピックに向けて不安を残した形となった。
連覇を達成した外国人選手と比較すると、「受」
の脆さや技の精度で見劣りする部分が多いよう
に感じた。
ロンドンオリンピックまで 1年を切り、国内
ではオリンピックの代表争いも本格化してく
る。選手達には今回の大会で見えた課題を一つ
でも多くクリアーし、本番に臨むことを期待し
て報告としたい。




